
Ⅹ. 国内部品販売の収益性 その２
部 益 業規模

部品の収益30％増の会社規模 部品収益10％増の会社規模

～部品収益と企業規模～

1‐5人

部品の収益30％増の会社規模

３０－１００人

部品収益10％増の会社規模

9%

６－１０人
28%

３０－１００人
27%

1‐5人
40%

２１－３０人
20%

人
20%

１１－２０人
9%

２１－３０人
27%

６－１０人
20%

20%

１１－２０人
0%

①部品収益30%増の事業者は、ｎ数において25社であり、それぞれ10人
事業者が 社 人 上 人 が 社 人 上が 社 あ以下の事業者が12社、11人以上20人以下が5社、21人以上が8社であっ

た。10%増の事業者の数はさらに平均化しており、国内部品において実
績を上げている事業者は、規模によらずバラついていることがわかる

②前頁までの分析と併せて考えると 自動車解体業者の適性は必ずしも
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②前頁までの分析と併せて考えると、自動車解体業者の適性は必ずしも
規模によらないといえる
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